
平成1 5 年度東海 ･ 北陸地 区国立学校等技術専門職員研修

( 合 同研修) 情報処理 コ ー

ス 受講報告

伊藤 篤 平山

平成 1 5 年度東海 ･ 北陸地区国立 学校等技術

専門職員研修( 合 同研修) 情報処理 コ
ー

ス が 平

成1 5 年8 月 2 6 日( 火) - 2 9 日( 金) , 4 日間の 日

程で福井大学 ,
富山医科薬科大学で 開催され ,

工 学部からは伊藤篤, 平山かほるの 二名が参加 ,

受講した ｡ 今回の 合同研 修は , 文部科学省 , 福

井大学 , 福井 医科 大学, 富 山医科薬科 大学 の

共催で 実施され , その 目的は職務遂行に必要な

基本的 ,

一

般的知識および新たな専門知識 , 技

術等を習得し, 職員としての 資質の 向上を図ると

ともに職員相互 の 交流に寄与することにある｡ 受

講者2 名にと っ で情報処理 分野は専門外で ある

か ほ る 工 学部技術部

が, いずれも技術部ネットワ
ー

クグル ー プで学部

共通業務としで情報とネットワ
ー

クの 技術を勉強

してい る最中でもあり, 今回幸 い にも参加する機

会を得たので研修の概要を報告する｡

一

日 目は , 福 井大学で｢ 物理
･ 化学コ ー ス｣ ,

｢ 生物 ･ 生命科学コ
ー

ス｣ の8 6 名, 2 3 機関の受講

者と合同で開講式と講義｢ 人事行政上の 諸問題

( 安全管理 を含む)｣ , ｢ 大学行政 上の 諸問題｣ ,

｢ 学術行政上 の諸問題｣ が行われた｡ 二 日目から

は
, 各 コ

ー

ス 別に会場が別れ ｢ 情報処理コ
ー ス｣

は富山医科薬科 大学で 専門の 講義と実習が行

われた ｡ 研修 の 日程表を表1 に示す ｡

表 1 平成 1 5 年度東海
･ 北陸地区国立 学校等教室系技術職員合同研修 (情報処 理 コ

ー

ス) 日程表
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講義(6 0 分)

｢ 人事行政上 の諸問題(安全管

理を含む) ｣

文部科学省大臣官房

人事課審査班審査第
一 係長

鶴 田善文

講義(7 5 分)

｢ 大学行政上 の 諸問

題｣

福井大学事務局長

飯田和郎

講義( 9 0 分)

｢ 学術行政上 の諸問題｣

文部科学省科学技術･

学術政策局

計画官付計画官補佐

佐藤 正

懇

親

会

9 .
･

2 0 9 .
･

4 0 10 _
･

5 0 1 1:0 0 1 2: 0 0 1 3 .
･

0 0 1 4/3 0 14 /40 1 5 /5 0 16: 0 0 1 7/LV

講義( 7 0 分)

｢ 脳と心 一 管

状の メカニ ズム
ー

J

富山医科薬科

大学医学部

教授

小野武年

講義( 7 0 分)

｢ アナログ情報処

理入門｣

富山医科薬科大

学医学部

教授

渡辺行雄

講義( 9 0 分)

｢ ネットワ ー クセ キュ

リティ｣

(樵) N T T デ
ー タ技

術開発本部

セキ ュリテ ィ事業部

長

中村逸
-

講 義( 7 0 分)

｢ ア ナロ グ的手法

を取り入れた電

子 カル テシス テ

ム｣

富 山医科薬科大

学付属病院

助教授 中川肇

講義( 6 0 分)

｢ モ ー

ションキャ

プチ ャ ー

による姿

勢動態分析｣

富 山医科薬科大

学医学部

講師 浅井正嗣

9 .
･

α7 1 2: α) 13 :0 0 1 7/ 0 0 18 J3 0 2 0 .
J

oe

実 習1 アクセシブルなウェ ブペ
ー ジ作成の ため の H T M L 4 .0 1 再入門

富山医科薬科大学技術室 技術専門職員 中山八 州男, 森内仁志

実習2 Li n u x によるインタ
ー ネットサ ー バ ー

構築入F
E

l

富 山医科薬科大学技術室 技術専門職員 武 田精
一

. 桑原芳弘. 松永 憲治

1 2:0 0
-

1 3 :0 0 昼食 . 休 憩

9 / αJ 7 0 .
･

α) 1 0 .
･

4 0 4 5 1 1/3 0 45 1 2 .
･

2 0 1 6J3 0

講義( 6 0 分)

｢ 世界の 伝統医学 と民族薬

物デ ー タベ ー スの 開発｣

富 山医科薬科大学和漢薬

研究所薬効解析セ ンタ ー 長

小松 か つ 子

学内施設

見学

( 民族薬物

資料館)

先輩講話( 4 5 分)

｢ 動物実験施設 にお

ける技術職員の役

割｣ 富 山医科薬科大

学技術室 統括技

術官 栗山政彦

施設見学

東京大学宇宙線研究所

｢ ス
ー

パ
ー

カミオカンデ｣

ニ ュ
ー

トリノ観測基地

岐阜県神岡町
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- 1 日 目 -

- ｢ 人事行政上の 詰問堤
_
( 安全管理 む)

国家公務員の 服務規律と勤務時間では , そ の

制度と懲戒処分, セ ク シ ャ ル
･ ハ ラ ス メ ン トの

防止 , 国家公務員倫 理法, 国立 大学教官等の 兼

業制度を, また職場の 安全管理で は , 災害発生

の概要と安全管理 ･ 安全教育の徹底 に つ い て ,

法律の 条文, 政令, 規則, 通知, 指針 , 過去の

事例 を資料と して講義がなされた ｡

講義 r 大学行政上の 諸問題｣

国際経営開発研 究所 (I M D) に よ る ｢ 世界

競争力 ラン キ ン グ｣ の 大学教育の評価の 低さや

少子化に よる学生 の 減少な ど大学を取り巻く

環境 ､
日本の 高等教育政策の 変遷 ､ 諸外 国の大

学設置形態や マ ネ
ー ジメ ン ト

･ シ ス テ ム に つ い

て講義が なされた｡

講義 r 学術行政上 の諸問題｣

我が国の 科学技術の 現状 と して ､
研究者総数

や研 究費総額が世界第 2 位で あり世界的な研

究成果 を挙げて い るが 研究成 果の 量 と質か ら

み ると論文数は 多い が 被引用度は低 い と い う

現状を踏まえ , 科学技術につ い て行改の 現状 ､

予算の状況 ､
シ ス テ ム の 改革､ 戦略的重点化 ､

また活動 の 国際化 に つ い て講義がなされ た ｡

- 2 日目 一

帯義 r 脳と心 一 感付の メカ ニ ズム
ー

｣
+

は じめ に大脳皮質の 機能局在､
脳 の 発達

､
構

造 ･ 機能 の階層性 ､
左脳 と右脳 の働きなど脳 に

関す る概説が あっ た｡ 主題 である感情 (情動)

には 動物的感情と人間的感情の 2 種類 が あり

前者 には快感 ､ 不快感が ､ 後者には道徳観､
使

命感
､
宗教観､ 敵意 ､ 軽蔑 ､ 自尊JL ､ な どが含ま

れ る｡ 情動の 発達は小学生く らい に なると全 て

が確 立され る｡ 特に人間の 基本情動 ( 喜び ､ 悲

しみ ､ 怒り ､
恐れ) は生後 3 ケ月 まで に確立 さ

れ るようである｡ す べ て の感情を司 っ て い るの

は脳 の扇桃体と い う部分で あり ､ 現在直面 して

い る環境 内の 事物や事象 の 生物学的な価値 を

決定 し､ 臨機応変に行動す る｡ これ らか ら､
｢ 今

後 の情報処理 は情動解析で ある｣ と講義を締 め

くく られた｡

講♯ r ア ナロ グ什報処理入門｣

医学で の 心電図, 脳波, 筋電図などの 生体電

気現象や実験で の 圧力 , 温度などの 経時的変化

の コ ン ピ ュ
ー

タ処 理は , 実用的 また は実験的に

種 々 の分析に応用 され て い る｡ これらのデ
ー タ

は アナ ロ グ量であるが , アナ ロ グデ
ー

タを コ ン

ピ ュ ー

タ処 理が 可 能なデジ タ ル デ ー タに変換

し, 得られ た時系列デ
ー

タ に対 し分析処理 を行

う
一

連の 技術 をア ナ ロ グ情報処理 と言う｡ アナ

ロ グデ ー

タ処理で は, 電気現象に変換でき るデ

ー

タ を対象と して , コ ン ピ ュ ー タ の イ ン タ
ー フ

ェ
ー

ス で ある A D 変換器に接続 しデ ジ タ ル 化

を行 う｡ こ こで
一 定時間間隔で デ

ー

タを連続的

に取り込むサ ン プリン グ ( 量子化) を行う｡
一

般に用 い られて い る A D 変換機で は , ± 5
- 1

o v の 電圧 を分解能 4 0 96 ( 1 2 ビ ッ ト) で変

換するもの が 多い ｡ また,
-

秒間の サン プ リン

グ回数 をサン プリ ン グ周波数と い う｡ サン プリ

ン グ周波数は , 現象の性質に よ り設定するが ,

分析対象とす る信 号の 最大周波数の 2 倍以上

で ある必 要が ある ｡ サ ン プリン グを正確 に行う

た めに は, サン プリン グ周波数 に同期 した割り

込み 処理が 必要とな るが, M i c r o s o 氏 W in d o w s

制御下で は使用す る A D 変換機 に付 属す る プ

ロ グラ ム を比 較的容易 に プ ロ グラム の 開発 が

可能 で ある｡ 生体電気現象では , 雑音の 混入 が

多くデジ タ ル フ ィ ル タ の働きが不可欠で ある｡

デジ タル 情報 の処 理に は, 微分, 定積分, 最小

二乗法に よ る近似, 波形分析, 相 関, 周波数分

析な ど多くの 処理 , 解析方法が用 い られて い る｡

講義の 最後 に実験 に コ ン ピ ュ
ー

タ を導入 した

時期 の 紹介と計測器 を手作 り で 開発 してき た

こ とが紹介された ｡

講義 ｢ ネッ トワ ー クセ キ ュ リテ ィ｣
+

イ ン タ
ー

ネ ッ ト時代 の 情報 セ キ ュ リテ ィ リ

ス ク とア クセ ス被害 の分類, 原因紹介に続き不

正 ア ク セ ス の 事例 と して ワ ー ム Sla m m e r ,

-
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D o s 攻撃, W e b 改窺, パ ス ワ
ー

ドク ラ ッ キ ン

グの 映像に よる紹介が あっ た ｡ 情報セ キ ュ リテ

ィ 対策の 考え方と して は, 多様なリ ス クに対 し

て技術ばかりで なく , 仕組み ･ 運用 ･ ユ ー ザ教

育を含めた総合的なアプ ロ ー

チ が必 要で ある ｡

セ キ ュ リ テ ィ ポリ シ
ー

とは , どの 資産(情戟等)

を どの ような方法 ( 技術 ･ 約束) で 守るの か ?

と い う方針で ある｡ セ キ ュ リテ ィ対策は, 適切

に定 められた セ キ ュ リテ ィ ポ リ シ ー にそ っ て

行う必 要が ある｡ こ の セ キ ュ リテ ィ ポ リ シ ー

は ,

組織毎に異なる｡ 情報セ キ ュ リテ ィ ･ マ ネジメ

ン トは, 組織が持 つ 情報資産を安全に管理 ･ 運

用 す る こ と で あ る ｡ セ キ ュ リ テ ィ 標 準

(B S 7 7 9 9 ,IS M S) が紹介された ｡ 最後に情報

セ キ ュ リテ ィ を確保す るには
,
セ キ ュ リ テ ィ技

術 の みならず, 適切 なポリ シ
ー の 策定や, 継続

的か つ 適正 なセ キ ュ リテ ィ ･ マ ネ ジメ ン トが重

要で あるこ とが紹介された ｡

講義r アナ ロ グ的手法を取り入れた電子カル テ

シス テ ム｣

電子 カ ル テ の 導入 の経緯と背景 に ある問題

点が紹介され
､
紙カル テ ( アナ ロ グ) の 利点を

取り 入れ た 開発段階 の 電子 カ ル テ シ ス テ ム が

紹介された ｡ 今回 ､ 紙カル テ 情報の 継承と液晶

ペ ン タ ブ レ ッ トに よ る シ ェ
- マ ツ ー ル の 開発

に つ い て重点的に紹介され た ｡ 前者に は A 4 サ

イ ズ ､ 1 5 0 d p i で両面 5 7 枚/分ス ペ ッ ク の ス キ

ャ ナ を使用 し､ ti ff フ ァ イ ル と してサ ー バ に保

存｡ ま た ､ 後者は手 書き入力に近 い ペ ン タブ レ

ッ トの 使用と 各診療科で使用 の ゴ ム 印や身体

各部分の シ ェ -

マ の デジ タル 化に より ､
自由度

の 高 い電子カ ル テ の 実現を開発 中で ある と講

義が しめくく られ た ｡

講暮r モ - シ ョ ンキャ プチ ャ ー

に よる姿 動態

登坂⊥

耳鼻咽喉科で の め まい ･ ふ ら つ き の患者 - の

治療 の 有効性 を的確に評価す るた め に こ の 分

析手法が開発された｡ こ の 分析手 法は, 日常生

活に微妙に影響を与え る身体平衡機能 の 異常

を定量的に とらえ るこ とが 可能で ある｡ モ ー シ

ョ ン キ ャ プチ ャ
ー

技術は , 映画製作や ス ポ ー ツ

医学 , リ ハ ビ リテ
ー シ ョ ン医学の研究で も利用

されて い る｡ 被験者身体の 各部位に光 りで反射

す る′トさな マ ー

カ を張り付けて , 2 台の ビデオ

カメ ラで 3 0 秒程撮影を行う｡ こ の 映像を P C

に取 り込 み マ ー カ の 三 次元空 間にお ける座標

値 の 計算を行う｡ こ の 値を利用 して身体各部位

の位置変化, 速度, 加速度 , 角度変化 , 角速度,

角加速度な どさま ざまな指標 を得 る こ とが 出

来 る｡ こ の 方法の 利点は , 検査機器に被験者の

動きが拘束されない た め , 日常の 生活動作 に近

い 動きを定量的に 評価す る事が 可能で ある｡ そ

の 場での 足踏み動作を例 にとると ,
-

側 耳の 内

耳機能を失 っ た患者で は,
一

見正 常動作に見え

ても実際は, 頭と体の 動き に健常者 との 違い が

あ るこ とが 判明 した｡ 健常者は , 足踏み 中に体

が右方向に動くと頭は左 向き に動くが , 患者 は

同 じ向き に動く現象が見られ る｡ 無意識 に生ず

るた めに矯正 は困難で あるが, 治療法を考える

上 で有効 な情報をもた らす｡ 実際の 計測風景が

映像で紹介された .

- 3 日目 一

差里

実習 1 ｢ ア ク セ シ ブル なウ ェ ブ ペ ー

ジ作成の

た め の H T M L 4 .0 1 再入門｣ と実習 2 ｢ Li n u x

によ るイ ン タ ー

ネ ッ トサ
ー

バ 構築入門｣ に分か

れて実習を行 っ た ｡ い ずれの 実習も富山医科薬

科大学の 技術専門職員が 講師 を担当 した ｡ 講師

の 3 名 は , 情報分野が 専門で はない が入念に準

備 を進め , 講習プ ロ グラム の 完成度も高か っ た

た め短時間で充実 した講習が行われた｡ こ こで

は 2 名 が受講 した実習 2 ｢ Li n u x に よるイ ン タ

ー

ネ ッ トサ ー バ 構築入門｣ に つ い て報告する｡

O S(R e d H a t L i n u x) が イ ン ス ト ー ル された

P C が
一

人
一

台 の 合計 2 2 台用意された . こ の

P C は , 普段 W in d o w s が動作 して い るた め に

-
- ドデ ィ ス ク の み を前 日に 入れ 替えて セ ッ

トア ッ プ を行 っ たと の こ と である｡ 講義は最初

にイ ン タ
ー ネ ッ トの基礎知識

､
L i n u x の 説明と
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基本操作､ イ ン タ
ー

ネ ッ トサ
ー バ の 基礎知識 の

紹介が行われた｡ 次に実習と して D N S お よび

メ
ー ル サ ー バ の 構築に つ い て実際に設 定フ ァ

イ ル を作成 し動作を確認後, メ
ー

ル の送受信 を

確認す る実習が行われた｡

- 4 日目 一

読義r世界の 伝統医学と民族薬物デ
ー タ ベ ー

ス

の開発｣

世界 には 四大伝統医学と い われ る中国医学､

イ ン ド医学､ ユ ナ ニ ー 医学お よ びギリ シア 医学

が あり ､ 講義で は主にイ ン ド医学( ア ー ユ ル ヴ

ェ
ー ダ)

､
チ ベ ッ ト医学

､
中国医学と漢方を中

心 に説明がなされ た｡ また ､ 富山医科薬科大学

の 民族薬 物資 料館 に 保 管され て い る生薬約

2 1
,
0 0 0 点 ( 世界各国の 伝統医学で用い られ て

い る) の デ ー

タ ベ
ー

ス 化とイ ン タ
ー ネ ッ ト上 の

公 開に つ い ても説明が なされた ｡

こ の 講義に関す る学内施設見学と して薬学

部付属薬用植物園と民族薬物資料館が あり ､ 薬

用植物園は品種 を含め 1 ,8 6 3 種 の保有植物が

あっ た ｡ これ らの植物は標本見本区､ 水生植物

区､ 樹木区､ 温室､
パ ー ム 室に裁植され管理さ

れ て い た ｡ また ､
民族薬物資料館は生薬標本約

2 8 ,0 0 0 点 ､ 植物押 し葉標本約 6 9 ,0 0 0 点､
生薬

製剤約 2 0 0 点が保有されてお り ､
生薬標本 の

約 1/3 が 中国医学及 び 日本漢方で使用され る

和漢薬､
次い でイ ン ド医学薬物で あると い う｡

講義 r動物実験施設に おける技術職 負の役割｣

技術職員が行う教育研究支援業務と して は,

外注化 が困難な業務で ある①実験動物飼 育管

理等 に関する統括 ②実験動物 の検収, 微生物

学的監視と統御, 疾病対策 ③実験動物関連高

等技術の 指導, 支援 ④これ らの 事務業務 な

どに従事 して い る ｡ ま た予算要求や大学法人化

にともなう中期目標 , 中期計画の 策定, 施設内

利用規程, 地域開放特別授業 ｢ 富山発 バ イオ サ

イ エ ン ス 2 1 ｣ の講演, 見学, 実習等 を担当 し

て い る ことが紹介された ｡

施設見学 東京大学宇宙線研究所｢ ス
ー パ ー カ

ミオカンデ｣ ニ ュ ー トリノ親測基地

こ の研究施設 は, 私達が 見学に訪れる前年の

2 0 0 2 年 1 0 月 に小柴昌俊東大名誉教授がノ
ー

ベ ル 物理 学賞を受賞 した こ とで あまり にも有

名で ある. N H K の番組プ ロ ジ ェ ク ト X で紹介

され た こ ともあり, 興味深く見学す るこ と が出

来た ｡ 小柴氏 の 受賞理由は ｢ 天体物理学､
特 に

宇宙 ニ ュ
ー

トリ ノ の 検出 - の パ イ オ ニ ア的貢

献｣ で あり, カ ミオカ ンデを建設 して宇宙か ら

飛来す る ニ ュ ー

トリノ を捕 らえ､
ニ ュ

ー

トリノ

天 文学と い う新 しい 学問分野を開拓 した こ と

が 高く評価された こ とに ある｡ 現在は , 貯水量

5 万 トン に大型化 された ス ー パ ー カ ミオ カ ン

デと なり ,
ニ ュ

ー

トリ ノ の 観測と陽子崩壊 の探

索を通 して素粒子物理 学と宇宙物理 学の 最先

端の 研究が行われて い る｡ ス
ー パ ー

カ ミオ カ ン

デは , 大型水チ エ レ ン コ フ 宇宙素粒子観測装置

で あり, 大き さは , 高さ 4 1 .4 m , 直径 3 9 . 3 m

の 円筒形 を した タ ン ク内に純水 5 0 , 0 0 0 トン

を蓄えて い る｡ 光セ ン サ
ー

には , 世界最大の

直径 (5 0 c m ) で ある光電子増倍管を 1 1 , 2 0 0 本

配置 し観測を行 っ て い る｡ こ の 設置場所は, 地

下 1 ,0 0 0 m にある ｡ タ ン クは 内水槽と外水槽に

わかれ
､
それぞれ 3 2 ,0 0 0 トンと 1 8 , 00 0 ト ン

の 純水か らなる｡ 外水槽は外部か らの 放射線を

遮蔽するた め の もの で , 外水槽は 1 ,8 6 7 本 ､ 内

水槽は 1 1 , 1 4 6 本 の 8 イ ン チ の 光電子増倍 管

(P h o t o M u ltip li e r T u b e) で覆われて い る ｡ 光電

子増倍管は ､
電荷を持 っ た素粒子が純水中を光

速に近い 速度で走 っ た時に 出す ､ 青白い チ エ レ

ン コ フ光と呼ばれ る光 をとらえ
､
そ の 光の 強度

や方向などを測定 して ､

ニ ュ
ー

トリノ が起 こ し

た素粒子 反応や陽子崩壊を観測 して い る｡

見学は, 道幅 の都合で小型 の バ ス に乗 り換 え

て地下坑道入 り 口まで行き , さらに排気ガ ス フ

ィ ル タ
ー を装備 した 専用車で 地下坑道 内に入

っ た ｡ 案内は ,
こ の 鉱山で働 い て い た方で採掘

の 苦労話な どを聞か せて い ただい た ｡ 研究施設

の 見学は ,

一

般 の方 には実施 して い ない の で貴

重な経験を得 る こ とが 出来た ｡
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